
 
発達支援論コースは、どの学科からでも進学できる学部横断のユニークなコースです。 

３年生に進級する際に、発達支援論コースに所属したい人は、以下の要領で申し込んでください。 
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発達支援論コースは、３年生からです！ 

２年生時にガイダンス＆所属決定します！

４月：ガイダンス（１回目） 

10 月：ガイダンス（２回目） 

12 月中旬：個別で希望面談と申し込み受付 

1 月中旬：所属決定（担当教員・ゼミの決定）

３年生 

４年生 

６つのゼミテーマから

選択できます！ 

詳細はウラ面で… 

発達支援論コースのガイダンス参加から所属決定、卒業までの流れ 

単位の取り方－発達支援論コース要件 

・ 学部共通必修科目の全単位修得。 

・ 学科共通基礎科目の全単位修得。 

・ 学科共通専門科目とコース専門科

目のうち、24 単位以上を修得。 
・ 「教養原論」「外国語科目」「健康・

スポーツ科学実習Ⅰ」「情報基礎」

の単位を 20 単位以上修得。 
・ 発達支援論研究ＡorＢを２単位。 

・ 発達支援論コースの選択必修単位

（４単位：発達支援論演習１, 発

達支援論演習２）以外はどんな科

目でも履修自由。 

・ 卒業論文（10 単位）は必修。 

単位の取り方－卒業要件 

人間形成・人間行動・人間表現・人間環境の４学科 

各学科の基礎を十分に学んで身につけてください 

＊ 卒業に必要な単位数は、入学した 

時点での学科の単位数によります。 



 

どのような学生に向いているのか 

・ 右記テーマに関わる実践活動を行いたい人 

・ 実践活動と理論の関係を考えたい人 

・ 「足でかせぐ」「身体を動かす」「講座や企画」が好きな人 

・ 人を支援することに関心が深い人 

・ 今日的課題にチャレンジしたい人 

発達支援論コースとはどのようなコースか 

発達支援論は社会の中にあるさまざまな実践的な課題が人の発達に深く関わっていること

に注目して、平成１７年度の学部改組にあわせてつくられた新しいコースです。 

学生の皆さんは、ヒューマン・コミュニティ創成研究センターの実践活動に深く関

わりながら、大学院生とも協働して、人を支援する実践とはどのようなものか、実践的、理論

的な学習を行うことができます。具体的には、「ヘルスプロモーション」「障害共生」「家庭・

子ども支援」「ボランティア社会・学習支援」「労働・成人教育 

支援」「ジェンダー研究・学習支援」の６つのテーマのいずれかについて集中的に学びます。 

定員：１８名 ＊希望者多数の場合は選考します。 

発達支援論コースのゼミテーマと担当教員です。 

卒論・研究内容のご相談をメールでも受け付けます。 

どうぞ気軽に問い合わせてください。 

● ヘルスプロモーション 

 川畑徹朗 tetsurok@people.kobe-u.ac.jp 

● 障害共生支援 

津田英二 zda@kobe-u.ac.jp 

● 子ども・家庭支援 

伊藤 篤 itoa@kobe-u.ac.jp 

● ボランティア社会・学習支援 

松岡広路 mkoji@kobe-u.ac.jp 

● 労働・成人教育支援 

末本 誠 suemoto@kobe-u.ac.jp 

● ジェンダー研究・学習支援 

朴木佳緒留 hounoki@kobe-u.ac.jp 

ヒューマン・コミュニティ創成研究センターの 

事業内容の詳細については、ＨＰをご参照ください。

http://www.research.kobe-u.ac.jp/hudev-hc/reports.html 

ガイダンスの申し込み＆お問い合わせは 

ヒューマン・コミュニティ創成研究センター 千葉まで 

Tel:078-803-7970 E-mail: k-chiba@ruby.kobe-u.ac.jp 


